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１．はじめに  

 犠牲陽極材を用いた電気防食工法は，断面修復による補修

の際に，鋼材よりもイオン化傾向が大きい亜鉛塊を鋼材中に

取り付けることにより，鋼材全体をカソード側に変化させる

ことで腐食反応を抑制させる補修工法である．既往の研究成

果 1)2)により，その効果が確認されているものの，実構造物

への適用に際しての定量的な防食範囲については課題を有

しているのが現状である． 

本検討では，犠牲陽極材の防食範囲を定量的に把握するこ

とを目的に，RC ラーメン高架橋における補修箇所及びその

周囲の鉄筋の電位，復極量，犠牲陽極材と鉄筋間に生じる防

食電流量を測定した．また，鉄筋裏のはつり深さの影響を把

握するために，鉄筋裏はつり深さを 0mm，20mm と補修条

件を変えて検討した．ここでは，補修直後および補修 3 ヶ月

後の調査結果を示し，現時点での防食効果について述べる． 

２．補修箇所の概況 

犠牲陽極材を用いた補修箇所は図－１に示す内陸部に位

置した 3 径間 RC ラーメン高架橋の中間スラブである．補修

前に実施した事前の調査結果を表－１および図－２に示す．

ここで，鉄筋腐食度については，表－２の判定指標に従い評

価している．表－１より，中性化残りは各径間とも 10mm

以下を示しており，鉄筋腐食度はⅡb 程度を示した．また，

塩化物イオン量の深さ方向の分布より，中性化により塩化物

イオンが移動濃縮していることが確認されたため，海砂に起

因した内在する塩化物イオンの影響も受けた複合劣化した

コンクリート構造物であることがわかる． 

３．調査結果 

３.１ 防食電流量 

補修直後および補修 3 ヶ月後に測定した防食電流量の測

定結果を図－３に示す．補修 3 ヵ月後の防食電流量は，補修

直後と比較して 40%程度低下している．これは、測定時期の

相違により気温が低下(16℃→8℃)していること，断面修復

材が時間の経過に伴い乾燥したことで比抵抗が増加したこ

と，また，補修後に防食効果が発揮されることで鉄筋の電位

がアノード側に変化していることにより，所要の電位変化量

を得るための電流密度が小さくなっているものと考えられる． 

 

施工対象径間 

施工対象範囲  

図－１ 施工対象箇所 

表－１ 事前調査結果 
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2 24 24 0 Ⅱb 1.86 

3 31 24 7 Ⅱb 1.54 

※表面より 100mm の位置 

表－２ 鉄筋腐食度の評価基準 3) 
腐食度 評 価 基 準 写 真 

０ 
施工時の状況を保ち、 

以降の腐食が認められない 

 

 

Ⅰ 部分的に軽微な腐食が認められる 
 

 

Ⅱa 表面の大部分に腐食が認められる 
 

 

Ⅱb 部分的に断面欠損が認められる 
 

 

Ⅲ 
鉄筋の全周にわたり 

断面欠損が認められる 

 

 

Ⅳ 鉄筋断面が 1/6 以上欠損している 
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図－２ 塩化物イオン濃度分布(3 径間目)
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３.２ 鉄筋の電位および復極量 

 補修直後および補修 3 ヶ月後に測定した鉄筋の電位

を図－４に示す．犠牲陽極材の設置箇所を起点として，

カソード側に変化している接続中の鉄筋の電位が，回

路遮断により鉄筋全域に亘って‐200mV 程度の電位を

示していることがわかる．復極量の推移を図－５に示

す．復極量は，断面修復内および断面修復境界より母

材側についても，補修直後と補修 3 ヵ月後でほぼ変化

は見られず，防食電流量の低下率と比較して復極量の

低下率は非常に小さいことがわかる．また，犠牲陽極

材設置箇所から離れるに従って，緩やかに復極量が低

下していることがわかる．既往の研究成果 4)によると，

流電陽極方式電気防食工法では，復極量が 50mV を超

える程度から明確な防食効果が得られるとの報告もあ

る．今回の測定結果では，断面修復境界より約 450mm

の位置で50mV程度の復極量が確認されている．また，

鉄筋裏はつり深さによる相違は現状では確認されなか

った．以上より，犠牲陽極材に期待される犠牲陽極材

周囲への防食効果，はつり軽減も期待できる．  

４．まとめ 

・防食電流量の低下率と比較して復極量の低下率は非 

常に小さい． 

・断面修復境界より約 450mm の位置で 50mV 程度の 

復極量が得られる． 

・鉄筋裏はつり深さによる相違は確認されず，はつり軽減が期待できる． 
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1050mm（150mm間隔で設置）補修範囲

【凡例】 ：犠牲陽極材  ：内部照合電極 

0

50

100

150

200

250

300

350

0 150 300 450 600 750 900 1050 1200

断面修復位置からの距離　（㎜）

復
極

量
　

（
m

V
）

2径間目(ハツリ20mm，設置間隔260mm)

3径間目(ハツリ0mm，設置間隔360mm)

〈補修直後〉 

0

50

100

150

200

250

300

350

0 150 300 450 600 750 900 1050 1200

断面修復位置からの距離　（㎜）

復
極

量
　

（
m

V
）

2径間目(ハツリ20mm，設置間隔260mm)

3径間目(ハツリ0mm，設置間隔360mm)

〈補修 3 ヶ月後〉 

図－５ 復極量 
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